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AIの「知能」と比べて人に固有の「知能」とは何か？
－不完全情報をもとに推論をする人の創造的可能性－
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繁桝算男 (編) (2025). 知能とは何だろうか－５つの視点
から考える－ 新曜社（2025年9月刊行）

第１章 知能の測定の歴史と理論（繁桝算男）
第２章 人類史から見た知能（田村光平）
第３章 動物の知能とヒトの知能（渡辺 茂）
第４章 認知科学と知能（楠見 孝）
第５章 ＡＩ研究から見た知能（麻生英樹）
第６章 編者の問いかけと著者の答え



それではご覧ください



繁桝 算男 編著

知能とは何だろうか
５つの視点から考える

新曜社
2025年9月5日刊行

楠見 孝
京都大学名誉教授

国際高等教育院副教育院長・特定教授
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第４章 認知科学と知能



なぜ今，知能なのか

• 「知能」は人が学び，問題解決するための力で
人固有と考えられてきた．

• 心理学は，学力や社会での成功の予測のため，
テスト開発，理論構築，教育での活用

• 生成AIの登場で，「知能」が機械でも発揮され，
これまでの理論では説明困難

• 学校や社会がAIと共存する未来のために，
「知能」を改めて見直す必要
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繁桝算男 編著 （２０２５）
『知能とは何だろうか：５つの視点から考える』
新曜社

第１章 知能の測定の歴史と理論 繁桝算男

知能の理論，知能テスト，遺伝，世代による向上

学力や職場の成功の予測

第２章 人類史から見た知能 田村光平

人類史と脳の大型化の社会脳・文化脳仮説

第３章 動物の知能とヒトの知能 渡辺 茂
人の知能の特異性と適応, 合理的判断（推移律，

選択，嫉妬）

第４章 認知科学と知能 楠見 孝

第５章 ＡＩ研究から見た知能 麻生英樹

対話型ＡＩの出現，情報処理過程，

ニューラルネットによる学習モデル

第６章 編者の問いかけと著者の答え
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第４章 認知科学と知能 楠見 孝

1 ＡＩや動物と異なる「人固有の知能」を支えるプロセス

２ 認知心理学・認知科学における知能研究の方法

３ 認知心理学における知能研究の展開

４ 実践的知能

５ 叡智と知能

６ 批判的思考



1. 人固有の知能を支えるプロセス
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AIとの違い
入力：身体を土台に
した感覚情報と，言語，
社会的手がかりの
統合した文脈理解

出力：言語
と運動の
柔軟性

メタ認知動物との違い

推論：不完全情報下
でも、類推や直観を
利用して満足できる
レベルの解を導く



2. 方法

• 実験的手法：注意・記憶・推論などの測定
（反応時間/正誤）

– 知能理論の下位能力と対応

（例：作動記憶＝数字順唱/逆唱）

• シミュレーション：記号処理から深層学習まで

– 内部表象変化＝学習実験データでモデル検証 →
言語理解・演繹・帰納，知識を再現

• エスノグラフィ：分散認知，道具・他者と協働する
知能の拡張/退化を現場観察
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3 情報処理アプローチと多重知能：
定義の拡張

• 知能テストの限界：学校知は予測するが仕事の
業績は限定的→実践知へ

– Sternberg：構成要素理論
→三鼎立（分析・創造・実践的知能）→成功する知能

– Gardner：多重知能（言語・論理数学・空間・対人・個人
内・音楽・身体）→実証よりも実践

• 人固有の知能＝分析×創造×実践的知能を
状況に柔軟に適合させる能力

• 知能テストを越え，実社会での適応と創造へ
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4 実践的知能と熟達化：暗黙知の獲得

• 熟達化＝長期学習で高パフォーマンスを実現

– 適応的熟達：手続きを柔軟に再設計し改善を継続

• 実践知の4特性：

– 身体経験が土台／目標・手続志向／場面有用

– 熟達者のコア：①パターン認識， ②直観と類推，
③メタ認知制御， ④領域固有知識

– 暗黙知＝選択的符号化・結合・比較で自力獲得す
る“コツ”

• 形式知 暗黙知の創造的循環

（共通身体経験による）共同化→表出化→連結化→内面化
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5 叡智（Wisdom）
叡智は人生経験に基づく深く広い理解に支えられた知能
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行動決定

6 批判的思考：プロセスと知能の関係

推論推論の土台
の検討

メタ認知(ﾓﾆﾀとｺﾝﾄﾛｰﾙ)

明確化

出
来
事
・ネ
ッ
ト
・報
道
・会
話
・書
籍
・デ
ー
タ
等

知識・技能
汎用（論理等）

教科（理科，数学等）

レ
ポ
ー
ト
・発
表
・行
動
・作
品
等

他者との相互作用

生成AI
による
集合知
探索

AIによる可視化・支援

AIによるモニター・評価 AIの支援による協調作業

問題発見 問題解決



第６章 編者の問いかけと著者
の答え

Q AIとの協調によって人間の知能を退化さ
せずに拡張するためには何が必要ですか？

A 人が，生成AIを活用して，知能を退化さ

せずに拡張するためには，批判的思考力の
育成が重要

批判的に考えるためのスキルや態度を身
につける必要
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まとめ 『知能とは何だろうか』第4章

• 「知能」は，人類の進化による人固有の部分と，動物と共
通する部分があり，AIの進歩によって，AIの出力は一見
，人と共通するが，内部の過程は不明

• 認知科学は，情報処理モデルと実験，シミュレーション，
エスノグラフィーによって，人固有の知能を解明

• 長期的経験学習による実践知，さらに叡智の獲得は，知
識の限界を踏まえた価値的判断を支える人固有の知能

• 叡智を支える批判的思考は，AIの出力を吟味することに
より，人がAIと協同して，より適応的な「知能」を発揮する
上で，重要な役割
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